
 

 

□ 題 字  川崎 賢二 
□ 例 会  毎週水曜 
□ 会 場  都ホテル岐阜長良川 

□ 会 長 川崎 賢二 
□ 副会長 近藤 祐司 
□ 幹 事 波多野光裕 
会報委員長 湖山 浩行 

会長挨拶 続き 
                      会長挨拶【川崎 賢二 会長】 

                    

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回の記録 

第 1847 回 例会 7 月 6 日（水） 
慶祝行事 
新会長挨拶 
創立記念日 
 
担当：会長・幹事 

 

本日の予定 

第 1848 回 例会 7 月 13 日（水）

クラブフォーラム（１） 
 
 
 
担当：出席委員会 

 

次回の予定 

第 1849 回 例会 7 月 20 日（水）

クラブアッセンブリー（１） 
事業計画 
AG 訪問 
 
担当：会長・幹事 

 

変素晴らしい内容でありました。改めて個々の

会員の持つポテンシャルを認識できました。 
このような頼もしい会員の皆様のもとで一年

間会長職を務めることができる幸せを実感しな

がら、諸先輩の方々から賜った当クラブならで

はの大きな資産を存分に活かし、その特徴をさ

らに伸ばし、クラブの発展につながりますよう、

クラブの運営に尽力してまいります。 
私は、岐阜北ロータリークラブに入会して１

２年目となりました。入会当時、まさか私が会

長を務めることなど想像もできませんでした

が、今日この日を迎え、入会当時の会長であっ

た波多野光裕会員に幹事として支えていただけ

ることは、感慨深いものがあり、何かご縁を感

じます。入会以来ロータリークラブの活動にと

ても積極的で人望のある近藤祐司会員を副会長

に迎え、心強い２人に支えてもらいながら運営

することができそうです。 
本日は、７月の第一例会でありますので多く

のセレモニーがあります。そのため会長挨拶は

これまでとし、後半の部にて改めて今期のクラ

ブ運営における重点施策等を含めて改めてご挨

拶申し上げます。 
本日は例会終了まで、どうかよろしくお願い

します。 

この度、岐阜北ロータリークラブの第４１代会

長を拝命いたしました川崎賢二です。来年の６月

末日までの一年間、精一杯、会長職を務める所存

でございます。どうか会員の皆さんのご支援とご

協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 
まずもって、直前会長の辻博会員他前期の３役

の皆さん、１年間本当にお疲れ様でした。今後と

もクラブの会務運営にあたり、ご指導を賜りたく

存じます。 
また、先日の創立４０周年記念式典及び祝宴会

を盛会にて終えることができました。会員の皆様

お疲れ様でした。とりわけ、松野秀計実行委員長

を始めとした実行委員会にて、開催当日まで設営

にご尽力を賜りました方々に対し、感謝申し上げ

ます。進行の途中で映像トラブルがありました

が、全体としては他クラブにも誇れるような、大
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慶祝行事 
                     

４０周年記念例会に於ける感謝状のお礼 
                      

会員表彰・委嘱状 
                     

退会のご挨拶 続き 
                     

退会のご挨拶 
                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席報告                  
                      

会員数：39 名 
出席数：32／39 名 
出席率：82.05％ 
欠席者：7 名（出席免除 1 名 84.21％） 
来訪者：木田 高広 様 

１． 会員誕生日のお祝い 
７月２３日 長野 鉄司 会員 
７月２８日 前田 吉彦 会員 

２． ご夫人誕生日のお祝い 
７月 ５日 松野みゆき 様 
７月２０日 永瀬 慶子 様 

・木田 高広様 
皆様、こんにちは。私のためにお時間を頂け

るとのことで、大変感謝しております。（中略）

３年間を振り返って、皆様から私がどう思われ

ていたか。お酒も飲まないし、ゴルフもやらな

い、つまらない男だと思われていたのではない

かと思いますが、いろいろ家の事情などもあり

まして、お付き合いができなかったことをお詫

び申し上げます。私自身としては、３年間、親

睦交流委員として、受付で皆様をお迎えする役

割でした。私はもともと人と接するのが苦手な

ところもあって、挨拶もあまり得意ではないの

ですが、受付にいるだけで、皆様が通って「こ

んにちは」と言ってくださることもあって、１

回の例会でだいたい３０人くらいの方と挨拶が

できるということで、私にとってはいい経験で

した。また、親睦交流委員会の仲間と雑談等を

して、私の日々の疲れを癒す、いい場面でもあ

りました。皆様には３年間在籍させていただけ

たことを心よりお礼申し上げます。皆様ありが

とうございました。 

１．表彰 
・４０期ホームクラブ皆出席 
 辻  博  会員  岡田一二三 会員 
 近藤 祐司 会員  渡辺 俊介 会員 

・竹村 博之 会員 
先日のクラブ創

立記念式典におい

てチャーターメン

バーとして感謝状

をいただきまして

誠にありがとうご

ざいました。 
４０年前の１９

８２年７月に長良川ＲＣの子クラブとして岐阜

北ＲＣが発足しました。その当時、会員は２８

名でありました。しかし、第１期年度末の会員

は年次報告書を見ますと３８名になり、１０名

増員となりました。以後、４０周年の間にはＲ

Ｃの会員として色々な役職をさせていただきま

した。２期に会計、９期に幹事、１６期には副

会長、１８期には会長を承りました。またその

間、各委員会の委員長を承りました。その当時

の規約は随分厳しくて大変でしたが、今は時代

の変化に伴って緩やかになってきています。 
現在は若い会員さんが多く入会されて頼もし

く、岐阜北ＲＣとしても益々のご発展をされて

いくことと思います。どうかよろしくお願いし

ます。 

木田様へ記念品贈呈 



 

 

会員表彰・委嘱状 続き 
                     

会員表彰・委嘱状 続き 
                     

ニコニコBOX（敬称略） 
                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木田 髙広様：皆様にはお世話になりました。 
川崎 賢二：皆様、１年間よろしくお願いしま

す。 
近藤 祐司：よろしくお願いします。 
波多野光裕：１年間よろしく 
竹村 博之：①４０周年記念で辻前会長よりの

感謝状ありがとうございました。

②新役員のみなさま１年間ごくろ

うさまです。 
永瀬 章 ：新執行部の皆様、よろしくお願い

します。 
河村 訓陸：同文 
国井 省二：同文 
長野 鉄司：会長さんはじめ役員の方、１年間

よろしく 
岡田 忍 ：川崎丸の出航を祝って 
岡田一二三：波多野さんにバトン 今期よろし

くお願いします。 
松野 秀計：先日の４０周年記念では大変お世

話になりました。今年度の川崎会

長ガンバッテ！！ 
原尾 勝 ：川崎会長はじめ執行部の皆様、一

年間よろしくお願いします。 
西垣 康紀：今期もよろしく 
前田 吉彦：皆様、１年間よろしくお願いしま

す。 
辻  博 ：今期も一年よろしくお願いします。

井戸憲一郎：今月もお願いします。 
三木 淳 ：本年度もヨロシク！！ 
中野 直人：同文 
渡辺 俊介：本年度もよろしくお願い致します。

大島 愛子：今期もよろしくお願いいたします。

２．地区委嘱状・感謝状 
・委嘱状 第２６３０地区職業奉仕委員会 

委員長 原尾 勝 会員 
・委嘱状 第２６３０地区財務・ロータリー財

団監査委員会 地区財務委員会委員、 
地区会計長 前田 吉彦 会員 

・感謝状 第２６３０地区 
ガバナー補佐 永瀬 章 会員 

３．前年度三役への記念品贈呈 
辻  博 前会長 
榊原 典夫 前副会長 
岡田一二三 前幹事 

４．ゴルフ同好会へ金一封贈呈 



 

 

ニコニコBOX（敬称略） 続き 
                      

新会長挨拶 
                     

委員会報告 
                      

幹事報告 
                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大友 芳宏：よろしくお願いします。 
島戸 龍史：今期一年よろしくお願いします。 

１．委員会報告 
・岡田一二三 直前幹事 
 各委員長に委員会報告作成のお願い（ボック

ス）今月末までに岡田直前幹事、もしくは事務

局まで提出願いたい。 
・井戸憲一郎 会計 
 上半期会費納入のお願い（７月末まで） 
・プログラム委員会 林 隆行 委員長 
（プログラム変更について） 
 ７月１３日：クラブアッセンブリー（１）事

業計画を、クラブフォーラム（１）に変更 
 ７月２０日：クラブフォーラム（１）を、ク

ラブアッセンブリー（１）事業計画に変更 
・４０周年記念事業実行委員会 

松野 秀計 実行委員長

４０周年記念式典の記念品、慰労会について 
記念品余剰分はゴルフ同好会に寄付。また、慰

労会を有志で行いたい。 
・７月９日、４０周年記念事業として、若松学

園にて、子どもたちの育成資金の一部として金

５０万円の寄付をさせていただきました。 

２．同好会報告 
 ゴルフ同好会（辻博会員） 上半期会費納入

のお願い（７月末まで） 

・学友だよりの配布について（ボックス） 

・川崎賢二 会長

 ３役を代表しま

して、改めて会員

の皆様にこの一年

間のご支援とご協

力のほどよろしく

お願い申し上げま

す。私から今期の

岐阜北ロータリー

クラブの最重点施策を申し上げます。 
 ２０２２～２０２３年度のＲＩ会長テーマ

は、『イマジン ロータリー』です。『イマジン』

とは、皆さんご存じのビートルズの同名の名曲

を由来としているとのことです。もともとこの

楽曲は、世界平和を願って制作されたとの説明

を受けました。 
折しも世界に目を向けますと、ロシアによる

ウクライナへの侵攻という大規模な紛争が発生

しました。また、新型コロナウィルス感染症の

感染拡大による影響もあり、世界中で一日も早

い終息を願っているところでもあります。その

ような意味でも、私はこの『イマジン』は時宜

を得たテーマでもあると思っています。 
 世界の平和は、クラブの平和にも繋がります。

クラブの活動がプログラム通りにできなかった

この２年間、改めて平和であることの有難さに

感謝をし、クラブの事業計画の通りに会務運営

ができることも、この世の中が平和であるから

ということを実感できました。 
 また、第２６３０地区２０２２～２０２３年

度の高橋伸治ガバナーは地区の方針として、「ロ

ータリーの心と原点を大切に、描こう明るい未

来を」を掲げています。そのための７つの地区

方針を列挙されており、これに対しての具体的

なパフォーマンスを出すことを各クラブに求め

ています。 
ここで高橋ガバナーが唱える「原点」を、ロ

ータリーの重要な奉仕活動である人道的支援活

動とともに、倫理運動体としての教育的要素も

原点であることを強調しています。すなわち、

「ロータリーは心を育て、人を育てる」という

理念の側面であります。 
これは、ロータリーは「親睦と職業奉仕」を

根幹に、「例会は人生の道場」として例会の充実

を図ると同時に、Enter to Learn,Go Forth to 



 

 

新会長挨拶 続き 
                      

４０周年記念例会 写真 続き 
                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回例会のご案内 
                      

第 １８４８ 回 例会 ７月２０日（水） 
クラブアッセンブリー（１）事業計画 
AG 訪問 

担当：会長・幹事 

Serve（入りて学び、出でて奉仕せよ）の精神の

もと、常に「超我の奉仕」を胸に奉仕の実践に

努め、自己を磨き、高い職業倫理基準と道徳心

を持った「真のロータリアン」を育てる場であ

ることを意味します。 
上記の方針を踏まえ、私からクラブにおける今

期の最重点施策として以下の４項目を申し上げ

ます。 
➀クラブ例会のさらなる充実 
毎回の例会を魅力あるものとすることを意識

しながら、真のロータリアンを育てるための、

学びと感動と意欲の場となる充実した例会とな

りますよう例会を運営していきます。 
具体的には、今年度は例会の回数を例年より

も増やすとともに、全ての例会につき１００万

ドル例会をなくすこととしました。 
また、会長挨拶の際に、それぞれの業界で成

功あるいはご活躍されている会員の方々から座

右の銘を教えていただき、その意味と共にご紹

介していきます。新たな試みとして学びと感動

と意欲の場とするに相応しい企画であると自負

しています。準備ができ次第、個別にご依頼を

していきますので、快くお引き受けくださるよ

うお願いします。 
 
②会員増強 
会員増強については、ＲＩも今期の最重要事

項に掲げております。また、地区活動方針でも、

会員増強及び会員維持並びにクラブの拡大を実

行していくことを謳っています。 
先程、竹村会員から岐阜北ロータリークラブ

の第１期は、３８人であることを伺いました。

現在の会員数とほぼ同数ですので、クラブ創立

当時の原点に帰った気持ちで、今期のクラブの

重要課題として取り組みます。「入りて学び、出

でて奉仕せよ」を実践するためにも、全会員を

挙げて会員増強を図る必要もあります。新入会

員が参加したくなるような、そんな魅力のある

クラブとなりますよう、例会の充実を図りなが

ら夜間例会も活用し、会員増強に努めます。 
 
③社会奉仕活動の実践 
 会員全員がロータリーにおける奉仕の理念で

ある「超我の奉仕」及び「最もよく奉仕をする

者、最も多く報いられる」を育み、会員全員が

地域に根ざした社会奉仕活動に積極的に取り組

めるよう努めます。 
 
④親睦交流の充実 
 親睦とは、Friendship という親しい者同士の友

情、すなわち、目的や理念には関係なく、親し

い間柄で使われる言葉ではなく、Fellowship と

いう志を共にする者同士の仲間意識であること

を意識し、親睦交流事業を始めとしてクラブの

様々なプログラムを通じて、ロータリーの志を

共にし、強め、高め合う仲間意識を育んでいき

ます。 
 
最後になりますが、今期のクラブの活動がプ

ログラム通りに滞りなく遂行するためには、会

員の皆様のご支援とご協力が不可欠でありま

す。会員の皆様の相変わらぬご支援とご協力の

ほどよろしくお願い申し上げます。 

・近藤 祐司 副会長 

・波多野光裕 幹事 

会報・広報 ７月担当 渡辺俊介


